
会 議 録

会議名称 平成２８年度第２回渋川市子ども・子育て会議 会議録

開催日時 平成２８年１１月２２日（火） 午後１時３０分～午後３時

開催場所 渋川市役所 第二庁舎 ２０３会議室

出席者 出席 １２名

欠席 ８名欠席者

傍 聴 者 ０名

事務局 ５名

配付資料 別添のとおり

会議次第 １ 開会

２ 挨拶

３ 議事

（１）子ども・子育て支援新制度と本市の概要について

（２）子ども・子育て支援事業計画に係る決算概要について

（３）まち・ひと・しごと創生事業について

（４）認定こども園視察研修について

（５）その他について

４ 閉会



発 言 者 発 言 内 容

委員

事務局

委員

議事１ 子ども・子育て支援新制度と本市の概要について

議事２ 子ども・子育て支援事業計画に係る決算概要について

議事３ まち・ひと・しごと創生事業について

議事４ 認定こども園視察研修について

(議事１～４まで事務局一括説明)

（赤ちゃんふれあい事業について)

赤ちゃんふれあい事業ですが、シーヤクラブの人たちと赤ちゃんと

お母さんが訪問するということですが、赤ちゃんとお母さんはどうい

った人たちが学校に来てくれるのですか？

対象は、各中学校の２年生を基本としまして、赤ちゃんとお母さん

がセットで先生となります。学校に出向き生徒さんのグループに入っ

てもらって、最初に自己紹介というかたちで名前の由来、子育ての苦

労、生まれたときのエピソードなどを話してもらいます。子育ての話

を聞いてもらいながら、自分でも育ててみたいということを感じても

らいたいということを目的としています。

募集について、中心となって行ってもらっているのがファミリー・サ

ポート・センターを委託しているシーヤクラブというところなのです

が、そこの会員さんだけでなくて、赤ちゃんがいる家庭に声をかけな

がら集めてもらっています。

（子育て支援センターの跡地について)

坂下町にある子育て支援センターが４月に総合病院の方に移って

しまった後、現在の建物などはどういうかたちになるのですか？



事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

まだはっきりとは決まっていませんが、現在、商工会議所に入って

いる教育研究所などの候補があがっています。

取り壊して別のものを入れるなどは考えていますか？

その計画はまだありません。

(赤ちゃんふれあい事業について)

赤ちゃんふれあい事業の取り組みに関して、中学生の教育を考える

と、そのなかにお母さんだけでなくお父さんも参加できたらもっとい

いのではと感じました。

お父さんにもできるだけ参加してもらうような方法で進めていき

たいと思います。今回の事業では、一部お父さんにも参加してもらう

ことになっています。事業を通して、お母さん同士の交流にもなり、

生徒さんだけでなくお母さんにとっても、やりがいのある事業になっ

ています。

渋川市で行っている赤ちゃんふれあい事業ではお母さんに謝礼の

は出しているのですか？

交通費やオムツ代などの費用として１回２，０００円です。

渋川市でやっている赤ちゃんふれあい事業が、神戸のＮＰＯが行っ

ている赤ちゃん先生プロジェクトとは違うのかが分かりにくいとい

う声があります。

市が行っている事業ということは報道しています。

赤ちゃんふれあい事業は実際に公募している訳ではないのですか。

公募ではありませんが、ファミリー・サポート・センターの会員を

中心に募集しています。

お母さんたちに知ってもらうには、公募した方が良いのではないで
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事務局
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しょうか？

ファミリー・サポート・センターの通信には載っていますが、今後

検討していきたいと思います。

(生徒指導連絡会について)

生徒指導連絡会についてお聞きしたいのですが、担当課が複数に分

かれていて連携をとっていることが見受けられますが、実際にこども

課が参加した中で、連携して良かった点を教えていただければと思い

ます。

連絡会には、こども課からは主に家庭児童相談員が参加し、日々関

わっている不登校の子どものこと等について、２カ月に１度、青少年

センターの職員や養護教諭と情報交換を行っています。今後の支援の

あり方について、お互いの立場から意見を交わせる良い機会になって

いると感じています。

(認定こども園の土曜日の開設について)

来年度の認定こども園化に向けて調整を進めているところですが、

２号認定の土曜日の開設の在り方について、勤務体制なども考慮しな

がら開設の仕方を検討しています。園によって状況は様々なようです

が、市として参考になるような考え方があれば聞かせていただければ

幸いです。

土曜日の開設の考え方ですが、県に聞いたところによると、幼稚園

型認定こども園ですと、基本は幼稚園が基本になりますが、土曜日が

仕事のため利用したいという希望者がいれば開けもらう必要があり

ますし、、希望者がいなければ実情に合わせて、休みにしてもよいと
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いうことです。申込時点で、利用希望を記入してもらっていると思い

ますので、それを基に判断してもらうことになると思います。

（伊香保保育所の休日保育について）

伊香保保育所の休日保育について開園状況等、もう少し、具体的に

聞かせていただければと思います。

伊香保保育所の休日保育は、保護者からの要望を受け２８年８月か

ら実施し、日曜日と祝日が対象となっています。また、いずれも両親

が仕事等で面倒を見ることができない場合が対象です。また、年末年

始については今後、検討しています。

（子育てコンシェルジュについて）

今秋から子育てコンシェルジュ２名が配置されたということです

が、どのような人が配置されたのでしょうか？

臨時職員２名を配置し対応しています。２名については今年４月か

ら関係課で子育て支援に係る各種研修を受けてもらいました。現在は

直接相談を受けるのではなく、担当課への中継ぎ役として対応しても

らっています。来春からは、子育て支援拠点施設に窓口が移り、子育

て支援センターとも隣接しますので、うまく連携をとりながら、内容

を充実させていきたいと思います。

（学童クラブ利用希望者の増加について）

今年１０月からＮＰＯ法人化して学童クラブを運営しています。う

ちの学童では利用者数が増え、今後どのように対応していこうか考え

ています。特に古巻・豊秋地区は住宅が増え、学童クラブ利用者が増
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え続けています。現在７３名の定員の中で、８１名を預かっています。

２割増しの定員だと８９名まで受入れ可能ですが、来年度は９０名を

超える見込です。

学童では、指導員の目が隅々まで行き届くとなどの観点から、学校

と同じ４０人前後の児童の受入を推奨しています。たくさんの児童を

受けているクラブについては、相談させてもらいながら、対応してい

きたいと思います。また、ＮＰＯ化を進めていただいたことに伴い、

来年度以降は、他のクラブにＮＰＯ化のメリットなどについての説明

などをしていただけるとありがたいです。

（子育て中の親同士の交流について）

第一子を出産した際、吉岡に住んでいましたが、母親学級からの流

れで、親子教室がありました。生まれ月を２カ月ごとに分け、保健セ

ンターで親同士等で交流を図り、その後、知り合った親同士で支援セ

ンターや公園に遊びに行っていました。渋川市に来たら、教室は第１

子までしか受講できないといった条件があり少し驚いてしまいまし

た。

そのような部分の支援が薄いということは感じています。お母さん

同士の居場所づくり、繋がりづくりはとても大切なことだと思います

ので、しっかりと考えていきたいと思います。

資料に「子育てひろば」が記載されていましたが、この講座は仲間

づくりという目的があるのではないのでしょうか？

子育てひろばは、本会の前田副会長に講師を依頼し、男女共同参画

の観点から男性も女性も協力して子育ができる社会の実現をという

主旨のもと、お茶の時間なども設けながら、母親同士の交流や繋がり
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づくりも目的としています。また、講座の卒業生に本会議の委員にな

っていただいています。

現在、子育てひろばは申込制となっていますが、受講を義務化して

もらえると良いと思います。

子育てが始まってから講座を受けましたが、子どもが産まれる前の

時間がある時にゆっくりと受けられれば良かったなと感じています。

議事５ その他について

（意見なし)


